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(1)「傍からの(side way on)」。McDowell(1994), Mind and World. 
(2)筆者はヘーゲルの承認論を念頭に置いている。 
(3)原文では the faculty of judgment (Kant), wisdom (Aristotle) and perceptiveness 
(Weber)。日本語への翻訳の上で、カントの判断力(Urteilkraft)とヴェーバーの判断力
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2 常識と科学的な世界像の関係は Quante (2000)で検討している。 
3 この考えは Quante(2018a)と(2020)に詳しい。 




5 Kühler & Quante(2019)を参照。 
6 Quante(2011b), (2017)を参照。 
7 Quante(2018a), (2020)を参照。 
8 筆者はいくつかの著作で、ヘーゲル、フォイエルバッハ、マルクスらの以上の解釈を擁護





な議論については Quante & Vieth (2002), Vieth & Quante (2010)を参照せよ。 
11 筆者は Quante(2005)において、QOL の決定と人間の尊厳は原理的に相いれない、とい
う前提を分析し否定している。いくつかの特別な文脈では、手段や資源が不足しているゆえ
に、そのような決定をしなければならないということはよく知られており、また不可避であ
る。臓器移植については Quante & Wiedebusch (2006)を、献血については Derpmann & 
Quante (2015)を参照せよ。 
12 これについては Mooren & Quante (2020)を参照。 
13 Quante & Vieth (2002),と Vieth & Quante (2010)において、これらのメタ倫理学的な諸
問題について踏み込んだ議論をしている。 
14  [哲学の]学際的かつ異分野横断的な役割の分析は Gethmann et al. (2014)を参照。 
15 Anna M. Blundell 氏に、言語的な修正と有益な提案をしていただいたことに感謝したい。 
